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 令和７年５月１９日（月）に、市内小中学校の学力向上担当教員を対象

に、学力向上推進研究協議会を開催しました。 

 福島県教育庁義務教育課指導主事より、授業改善グランドデザインを基

に、福島県の学力の現状や学校質問紙から見える福島県の強みと課題を基

に、授業改善のキーワード「教師が『話す』授業から、教師が『みる』『き

く』『つなぐ』授業へ」や「すべての子ども」を明らかにしました。また、

学力の伸びを引き出した学校の取組事例集に掲載された錦小学校と小名浜

第二中学校の事例を基に、学力の伸びを引き出すために、教師が同じ方向

を向いていること、子どもも教師も生き生きしていること、取組に自信を

もっていることが大切であることを確認しました。 

 中学校区で行った協議では、各校の学力向上の取組を共有しました。児

童生徒の実態から、どのような工夫があるのか、また、小中一貫の視点で

取り組めることはないのかなど、短い時間ではありましたが、熱の入った

協議が行われました。 

 以下は、参加者の感想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年５月７日付け文書で案内済みの「授業の魅力化応援

オンライン研修会」について、第４回から第９回まで、引き続

き参加希望者を募集しております。 

放課後の時間（１５時３０分から１６時３０分の１時間）を

利用して、テーマについて語り合い、子どもにとって魅力的な

授業づくりを考え、明日からの活力としませんか。 

研修会の申し込みについては、各学校に送付された通知文を参

照してください。 

 

 

○ 算数・数学授業づくり支援訪問（令和７年４月１日付け７教義第１０号）及び学力向上支援アドバ

イザーの派遣（令和７年４月２２日付け７教義第２３４号）を随時受け付けております。各校の授業

改善の一助となるよう努めますので、積極的な活用をお願いします。 

○ 「学びの変革」授業デザインでは、子ども観、学力観、 

授業観、評価観といった「観（かん）の変換」が求めら 

れています。各学校の児童生徒の実態把握に応じて、ど 

のような学力観が求められるのか、どのような授業が 

適切な学びであるのかなど、校内現職教育等の時“間 

（かん）”を活用し、所属職員“間（かん）”で共有して 

いくことができるといいですね。 

 

（「学びの変革」授業デザインより一部抜粋 ↑） 

学力向上推進研究協議会 

「すべての子ども」をキーワードとして、生徒指導

と授業改善を結びつけて考えることを学んだ。エビ

デンスに基づいた学力向上を図るため、学校・学級

ダッシュボードを活用し、全職員が同じ目標に向か

って行けるよう目標を設定したい。また、授業改善

グランドデザインや｢学びの変革｣授業デザインなど

の参考資料を校内の職員に周知したい。 

（小学校教員） 

教師が話す授業から子どもが話す

授業づくりをということを心に留

めて授業を進めたい。また、『す

べての子どものための授業』とい

う視点で授業改善をする必要があ

るということも学校全体で共有し

て現職教育を進めていきたい。 

（中学校教員） 

授業の魅力化応援オンライン研修会 

 

お知らせ 

 


